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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のた
めに、自立開発協力、教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、
国際飢餓対策機構連合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 60 の協力団体
とともに、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応
える働きをしています。
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 Web サイトアドレス      http://www.jifh.org/
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▪募金方法　※各種方法で随時受付中、詳しくは電話やウエブサイトで　 

　◦郵便振替　00170-9-68590 ／日本国際飢餓対策機構
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1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。

日本国際飢餓対策機構 ６2012 No.263

飢餓対策　 ews

　2011 年 7 月に発生したタイの
大洪水の被災者支援のために温か
い応援をありがとうございました。
当機構は協力企業
や現地パートナー
団体を通じて、最も
被害の大きかった
と言われているパ
トゥムタニ県内の
地域住民に対して
衣類や食糧などの支援物資を配布
しました。この住民の方々は自宅
が浸水し水が引かなかったために、
渡し舟を使って帰る必要がありま

したが、その舟に乗ることもでき
ず、孤立状態にありました。
　昨年 12 月には、パン・アキモ

トのパンの缶詰 100
ケースを配布し、地
域住民の方に大変喜
ばれました。
　今回の洪水被災者
支援では、東日本大
震災の支援物資倉庫

で配布しきれなかった衣類も活用
し、合計で 798,701 円の援助をし
ました。募金受付は終了させて頂
きました。感謝申し上げます。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガーゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFH（日本国際飢餓対策機構）サポーターとし 
 て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

氏
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所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

 ▼申込日：　  　年 　月  日▼

▪ 海外ワークキャンプ参加者募集中
　今年８月、ウガンダとマレーシアに
おいてワークキャンプを開催します。
開発途上国における極度の貧困による
様々な問題を学ぶとともに、活動現場
でボランティアワークをします。参加
を希望される方はお早めにどうぞ。
●キャンプの日程と主な内容
【マレーシア・ワークキャンプ】
期間：８月３日㊎〜 14 日㊋
参加費：168,000 円　定員：10 名

（内容）ヌンパクビジョンスクールの
子どもたちとの交流や学校建築、清掃
作業のワークほか、市場見学等。
【ウガンダ・ワークキャンプ】※残数名
期間：８月 16 日㊍〜 29 日㊌
参加費：338,000 円　定員：10 名

（内容）ナマスンビ村の学校での子ど
もたちとの交流、家庭訪問、教師用の
建物やトイレの建設ワークなど。

▪ 使わない本は愛知事務所へ
「本deリンク」を活用ください

　愛知事務所では、使わなくなった本
やＣＤやゲームソフトなどを集めてい
ます。届けられた本は、愛知事務所で
買取店や専門店で換金し、飢餓と貧困
に苦しんでおられる方々のために用い
させて頂いています。

●本deリンク３〜４月報告
　本 806 冊、CD321 枚、DVD13 枚
　ゲームソフト 20 本
　換金額：22,698 円

▪ 東北被災地でワトトの歌声！
　内戦やエイズで親をなくしたアフリ
カ・ウガンダの孤児たちで結成された
合唱団「ワトト」のコンサートが当機
構の主催で仙台市や石巻市で開催され
ました。次号で報告します。

FAX・072-920-2155

タイ洪水支援報告
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　東日本大震災に伴う福島原発事故で、飯舘村や川俣町
等の人々が放射線被曝の危険から避難を余儀なくされ、1
年3ヶ月経った今でも、福島県出身の県外避難者は6万人
を越えています。自分の住み慣れた居住地を、追い立てら
れて出ざるを得なかった人々の心情はいかばかりでしょ
う。避難や移動には相当の労力が要ります。肉体的な辛さ
だけでなく現状への困惑と将来に対する不安、同時に状
況への怒りがこみ上げてくる
でしょう。その際、そのしわ寄
せが身体の不自由な人やお年
寄り、そして子どもに来るのです。
　日本国際飢餓対策機構（JIFH）が進める「ハンガーゼ
ロ・アフリカ」の現況が毎月の「飢餓対策ニュース」を通し
て報告されています。アフリカ・サヘル地域での干ばつは
5才未満の子どもに深刻な栄養不良をもたらし、特に、ニ
ジェールとナイジェリアだけでも、50万人以上の子ども
がいのちの危機にあります（UNICEF）。また、東アフリカ
（ソマリア等）も同じ状況です。そこでは常に、食料と水
を求めて住み慣れた居住地を後にしなければならない家
族の姿があります。政治的な対立の中で、その流浪中に

犠牲となる大半が子どもであることを知るとき心が痛み
ます。
　6月20日は「世界難民デー」です。世界で飢餓に苦し
む人々が10億人となり、自然災害や戦争、抑圧等のため
に住み慣れた居住地を離れねばならない人々が4370
万人（2010年末）に上ると言われます（UNHCR）。人は
住みなれた土地で平和に暮らしたいと誰もが願います。こ

の実現は、彼らの一人に、自
分の食料と愛を分かちたい
と願う一人が起こされること

から始まります。その志が一人二人と広がり、それらが本
機構と現地パートナーを通して彼らとつながるとき、元の
居住地帰還への希望が彼らに生まれ、あるいは、その置か
れた所で安全と平安な生活への期待が高まるのではない
でしょうか。
「しいたげられる者のためにさばきを行い、飢えた者に
　パンを与える方。主は捕らわれ人を解放される。」
　（詩篇146篇７節）

日本国際飢餓対策機構　理事　倉沢正則
（東京基督教大学学長）

住み慣れた居住地を追われて

ハンガーゼロ・アフリカの活動地の一つ南スーダンにあるルンベック・マブイスクールを訪れて（４,5頁に記事）
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　「子どもたちの歌がとてもきれ
いでした」「手をつないだり、肩
をたたいてくれて孫のように可愛
かったわ」「懐かしい歌を歌って
くれて、とても元気が出ました」
5月12日、当機構大阪事務所で
は支援団体のグレース宣教会所属
のシオン児童合唱団とともに、大
阪府堺市にある介護付き有料老人
ホーム「ロングライフ上野芝」を
訪れ、合唱とオペレッタのコン
サートとボリビア駐在小西小百合
による活動報告を行いました。
　訪問を快く受け入れていただい
たロングライフは、当機構の支援

団体です。とくに昨年の東日本大
震災では、大量の緊急支援物資を
JIFHの活動現場に届けてくださ
いました。
　シオン児童合唱団の子どもたち
は、幼稚園児から中学生までで構
成されたキリスト教会所属の児童

合唱団で、毎年春に定期コンサー
トを行うほか、老人ホームや病院
などへの慰問活動を通じて子ども
や高齢者との心の交流を続けてい
ます。
　普段は食事や談話をする場とな
るレストランに設けられた特設ス
テージで、合唱団の子どもたちが
美しいコーラスで讃美歌や唱歌を
歌います。懐かしい歌の時は、高
齢者も歌を口ずさむほほえましい
姿がありました。後半の聖書の例
え話「四つの種」を題材にしたオ
ペレッタでも、熱演する子どもた
ちの演技を喜び、ときに笑声が会
場に響いていました。
　最後にボリビア駐在小西小百合
から、ボリビアでの活動の様子を
写真や民族衣装の披露を交えて行
われました。その中で、日本から
は想像できない貧しさの中で、希
望をもって歩み出している子ども
たちの成長の様子や教育の機会を
与えることの大切さが語られ、ま
た支援参加へのお願いもさせてい
ただきました。
　同上野芝の高田千加ホーム長は
「ホームの皆様にとって、今回の
ように子どもの公演を鑑賞する機
会はそんなに多くはありません。
本日はとても楽しんでいただけた

と思います」と言ってくださり、
今回の企画運営の遠藤真理子さん
からは「すばらしいコンサートで
した。皆さんが喜ばれているのが
よくわかりました。私たちの他の
施設でも実現できればと思いま
す」との感想をいただきました。
　「自分らしく、より楽しく、意
味のある生活を送る」という独自
の介護手法を取り入れて、国内外
で社会福祉事業を幅広く手がける
ロングライフとの協同企画は今回
が第一弾、今後も飢餓問題の解決
のために手を取り合っていきたい
と願っています。高齢者の皆さん
にとって、孫ともいえる世界の子
どもたちに、豊かな愛の輪が広
がっていくことを期待します。
　当機構の各事務所では、ハン
ガーゼロ実現のために、支援者の
皆さまとともに、各種の活動に
積極的に取り組んでいきます。
「チャリティーで
コ ン サ ー ト や バ
ザーをしたい、講
演会をしたい」な
どなど皆さまから
のご提案がありま
したら、最寄りの
各事務所までご相
談ください。　　　　　　　　  　　　　　

　世界で飢餓に苦しむ人々のために、将
来への希望をもって子どもたちが学校で
学べるように、支援者の皆さんとともに
当機構が取り組んでいることをさらに
一人でも多くの方々に共感していただき
たい、当機構の各事務所ではそのような
願いをもって、各種のチャリティーイベ
ントや学習会を行っています。今回は、
大阪事務所職員が５月に行った取り組み
をご紹介させていただきます。

　
　

　
　

　
　

　
　

  　　　

●ハンガーゼロ・サポーターのお申し込みは、最終頁の申込み欄又はウエブサイトから。クレジットも利用可能です。 ●ボリビアの子どもたちや小西小百合を応援してくださる方を募集しています。大阪事務所までご連絡ください。

QJIFH世界里親会のボリビア
での12年間の活動のうち小西さ
んは５年以上関わったわけです
が、どのような成果がみられた
のでしょう。
　以前は小学校にも行けなかっ
た子ども、特に女の子が高校を
卒業できるようになったこと、
そしてさらに大学で勉強する子

が出てきたように、女子教育に
対する地域の人々の考え方・価
値観が変わってきたことが大き
な成果の一つと言えると思いま
す。2001年にチャヤに初めて高
校ができ、翌年には遠距離で通
学できない子どものために学校
寮が出来たことも大きな励まし
になりました。また最初は何か

とFHに依存していた人々が、自
分の村のために自分達でやってい
くんだという意識が高まってき
て、地域政府にかけ合い、共に協
力して様々な点で地域改善をして
いこうと努力されるようになりま
した。
Qその間あなた自身は変わました
か？　
　はい。以前に比べて他の人や自
分の弱さ、足りなさ、またそれぞ
れの違いなどを受け入れられるよ
うになってきたと思います。前回
話したように、文化の違いや人間
関係などさまざまな葛藤が起こる
中で、ひとつひとつ嫌だと思い始
めると先に進めなくなります。人
間である限り誰にでも弱さはあ
る、お互いに歩み寄りながら今し
ていることを改善しつつ自分にで
きることを継続してやっていこ
う、と思えるようになりました。
　そんな私が、貧しさの故に基本
的な教育も受けられなかった子ど
もがFHのプログラムを通して成長
し、自分の可能性を見出してビジョ
ンをもって生きるようになるのを見
させていただける、一人の“ひと”
の人生に深く関われる喜びを与えら
れたのですから感謝です。

Qボリビアの新しい支援地につい
て教えてください。
　アサワニ地域は、チャヤから１
時間ほど山奥の不便な地域で、
チャヤと比べてさらに土地が狭い
ために人々は苦しい生活を強いら
れています。この地域では子ども
が生まれると自分の畑を子どもの
数だけ平等に分け与える習慣があ
り、子どもが増えるとそれだけ
一人分の土地が狭くなるので、作
付面積が少なくて生活できなくな
り町に移住してしまうことが多い
のです。
　以前からアサワニとリオカイネ
の人々と政府からJIFHに、地域
や子どもの教育支援の要請があり
ました。それを受けて現地を訪
問、調査し、地域の人々と話し
合った結果この二つの地域での世
界里親会の活動開始を決定したの
です。
　この二ヶ所のセンターでは、私
が直接子どもに関わるというより
現地のスタッフたちが働きやすい
ように、様々な調整や改善のサ
ポートをするのが私の主な役割だ
と考えています。
　なんといっても子どもたちが学
校で勉強できるようになるには、
里親さんのご支援が必要です。ぜ
ひご協力下さいますようお願い致
します。
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南米のボリビアに駐在して活動をつづけている、
小西小百合スタッフへのインタビューの２回目。
前回は異文化の中での苦労について聞きました。

愛の輪を広げるためのイベント活動
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　世界で一番新しい国家、南スーダ
ンは昨年樹立されたばかりの国です
が、北のスーダンとの抗争は50年
以上続いています。二度の大きな内
戦を経て自立した国家作りの道を歩
み始めましたが、石油の利権をめぐ
り私たちが訪問していた間も空爆が
ありました。
　首都のジュバ（政府は新首都の場
所を探しており、近年中に遷都の可

能性あり）は南スーダンでも南の方
に位置します。首都といっても全て
が全く一から作られています。道路
も舗装されているところは限られて
おり、穴だらけ。政府機関の建物も
仮宿状態。もともと小さな町が一国
の首都になってしまったために、イ
ンフラ（社会基盤）整備は遅れに遅
れています。現在郊外で日本の自衛
隊が国連PKOとして道路作りをし

ています。
　ジュバから400㎞ほど北西に位置
するのがルンベックという町。私た
ちはそこまでWFP（国連世界食糧
計画）のセスナ機に乗って移動しま
した。夕方なのに乾いた暑い風がま
とわりつきます。空港から10分も
行くとJIFHが支援するマブイ学校
があります。ここはLIA（ライフ・
イン・アバンダンス）南スーダンが
支援する学校です。学校だけではな
く、隣にはクリニックもあり、地域
の人々のためにほぼ無償の診察が行
われています。

懸命に学習する子どもたち

　学校には現在１年生から４年生ま
で300人が学んでいます。朝、子ど
もたちが学校に到着するとすぐに整
列し歌を歌いながら行進をします
（規律を学ばせることが目的）。そ
の後、子どもたちはそれぞれのクラ
スに分かれ勉強が始まりますが、１

年生が当初予想していたよりたくさ
んの子どもたちが集まっているの
で、教室が足らず、１クラスは木の
下での授業です。教科書はなく、先

生が黒板に書く文字を一生懸命に
ノートと呼べない紙に書き写してい
ます。子どもたちの目がきらきらと
輝いていました。
　このマブイ学校はケニア人の宣教
師が数年前に始めました。離れたと

ころに公立学校がありますが、学校
に行っていない子どもたちが多く、
このような子どもたちに教育の機会
をと創立されました。初めは校舎も
なく、すべて青空教室でした。そこ
にLIAの支援が始まり、現在は校舎
も建てられました。その後JIFHが
LIAに協力、ハンガーゼロアフリカ
の取り組みとして給食支援を始めま
した。給食は学校教育にとって欠か
せません。もし給食がなければ、午
後の授業はできなくなり勉学が進み
ません。多くの低学年の子どもに
とってこの給食が一日のうちで唯一
の食事になっているのです。主にこ
の給食の応援をしてくださっている
のは東京の永田町にある「黒澤」と
いうレストラン。毎月お客様の数だ
けマブイ学校の給食支援をしてくだ
さっています。
　この日の給食はソルガム（モロコ
シ）の粉で作ったおかゆと、豆の
スープ。お母さんたちが朝から準備
して作られたものです。子どもたち
は楽しんで食べるというより、生き
るために一生懸命食べているという
感じでした。私たちのために用意し
てくださった食事も本当に質素なも
のでした。この地域も食料の確保に
非常に厳しいという印象を持ちまし
た。

日本の皆さんの手を貸して！

　「この国は50年以上北のスー
ダンと戦争をしています。戦争の
中で生まれ、戦争の中で生き、戦
争の中で死んでいく、本当の平和
を知らずに……そのようなスーダ
ン人がほとんどです」
　私たちがルンベックを離れる日
の朝、聖書とお祈りの時間に、学
校で働くスタッフが語ってくれた
言葉です。そして「日本の人々に
南スーダンの厳しさを知ってほし
い。そして子どもたちが『平和』

を味わうことができるように日本
の皆さんの手を貸してほしい」と
結んでいました。
　ハンガーゼロの取り組みはまだ
まだ険しく厳しいものですが、
一人でも多くの日本の皆さんにハ
ンガーゼロの輪に加わっていただ
き、真の飢餓をゼロにするために
ご協力をお願いします。

ルンベック・マブイスクールで見た現実

子どもたちが平和を味わえるように[学校教師]

教室不足で１クラスは青空教室となりますが、子どもたちは集中して学んでいました

南スーダン

給食に出されたソルガムを食べる子ども

毎朝、歌いながらの行進でスタート 近隣住民も利用するクリニック給食は日本のレストラン（支援者）からの応援で

マブイ学校、LIAのスタッフらとともに（中央に清家）

当機構は、ハンガーゼロ・アフリカの活動とし
て、南スーダン・ルンベック・マブイ学校で給食
支援をしています。さる５月に同地を訪れた清家
弘久（常務理事）が現地の様子を報告します。
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　今回のトレーニングで印象に
残っているのは、開発現場におけ
る権力者と弱い立場にある貧困層

の人々としてチームに分かれ、村
の生活改善のために議論するとい
うロールプレイゲームです。貧

困チームに入っ
た私達は電気も
消された中床に
座り、必要なも
のを絵で描きま
したが、権力者
チームから村の
開発計画を言い
渡され、反論す
る余裕もなく不
平等な条件を呑まされました。そ
の時私は、貧しさゆえに弱者と
されることの悔しさ、惨めさを
（ゲームとはいえ）初めて思い知
らされました。
　その他にも、地面に座ってソマ
リア料理を手で食べるなど、途上
国の生活を模擬体験することがで
きました。世界中で多勢の人が貧
困にあえぐ中、「神を愛し隣人を
愛しなさい」という教えに従うク
リスチャンとして豊かな日本に暮
らす私たちには、大きなチャレン

ジが課せられていると思います。
自分のことばかり考えずに他者に
関心を寄せる時、かき消されてい
た呻きが聞こえ、確実な変化を起
こすチャンスが生まれる。
「愛の反対は無関心」というマ
ザーテレサの言葉のように、私た
ちは、世の塩（キリストの山上の

垂訓）として外に出向き、他者を
愛し、分かち合う使命が与えられ
ていることを、今回の学びを通し
て知ることができました。

（駒板菜穂子）

　「子どもニュース」でおなじみ
のみなみななみさんの新しいまん
が本ができました。
　当機構の親善大使・上原令子さ
んと森裕理さんが訪問したエチオ
ピア、カンボジアで、そしてみな
みななみさんが訪問したルワンダ
で、見てきたこと、聞いたこと、
考えたことが楽しいイラストとま
んがで紹介されています。
　この本は旅行記として現地の事
情を知るのに面白いだけではな

く、３人が体験を通して感じたこ
と、教えられたことが赤裸々に描
かれ、まんがを通して飢餓、貧困
の中で暮らすとはどういうことな
のか、私たちはどのように支援を
すればいいのか考えるヒントも与
えてくれます。また平和の大切さ
と赦しについて深く考えさせられ
る本でもあります。当機構の協力
団体キングダム･ビジネスからも
購入できます。

【いのちのことば社】1260円（税込）

　震災から一年が経過しました。
　「命を救う」から「命を守る」
そして「命を生かす」へと進んで
おります。ですが、その願いも空
しく「命を粗末」にする人がおり
ます。その理由は「希望がない」
「失望」という言葉です。人生誰
もが必ず体験することですが、被
災地ではそのような思いを抱いた
方が多くおられるのです。そして
「希望がない」という理由のニー
ズに応えるのは実に難しいことな
のです。
　また、悲しいことに震災から一
年が経過して心労と身体の疲労
がたまり、倒れる方も多くいま

す。一人暮ら
しの方が「孤
独 死 」 と し
て発見されま
す。家族が震
災後、突然に
召される現実
は、とても厳
しいものがあ
ります。そし
て、私たち現
場にいるもの

としては、声を掛けることも難
しく空しく感じるのです。それで
も、心をこめて明るく挨拶するこ
とから始めます。その繰り返しは
無駄ではないことが分かります。
　「ですから、皆さん。元気を出
しなさい。すべて私に告げられた
とおりになると、私は神によって
信じています。」（新約聖書）
愛・信望館は、その拠点です。
　「このセンターで何をするので
すか？」とよく尋ねられます。
はっきり言って、何かは明確では
ないのです。何故なら被災地では
いつも変化があり、様々な要望が
あるからです。ですからセンター
は様々な変化に適応する存在であ
る必要があります。
　教会であり、コミュニティーセ
ンターでもある『愛・信望館』
は、見栄えも良くなければなりま
せん。何故なら常に瓦礫が一面に
広がっている場を見ているのは心
が萎えるものです。少しでも目で
見る「安らぎ」を提供する場とな
ればと願います。そのために日本
国際飢餓対策機構のメンバーも奮
闘しています。建物によって励ま

しを与え、そこにいる人々はさら
に大切な役割を果たせるよう、十
分な心配りができるよう、常にセ
ンター長（梅谷ちから氏）はミー
ティングを行っています。

寄り添うをテーマとして

　先日「母の日」にあわせて、6
月に行う愛・信望館の開所式の案
内を近隣の仮設住宅に配りまし
た。そうしますと「ぜひ参加した
い」「あっ！今工事しているとこ
ろですね」という声が即聞こえて
きました。これはひとえにクリス
チャンたちの連携による結果で
あったと思うのです。復興に携わ
ることは個人だけでは難しいもの
です。しかし、クリスチャンが手
を取り合って協力し合えば、不可
能が可能を生み出します。
　南三陸町を支えるキリスト者
ネットワークは「寄り添う」を
テーマに人々と関わり、今回のセ
ンターを設立するまでに到りまし
た。次の目的は「南三陸町歌津に
教会を建てる」です。皆様のお祈
りとご支援をお願いします。

（報告・中澤竜生）
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「南三陸町を支えるキリスト者ネットワーク」が、こ
のほど地域の人々の交流拠点となる「クリスチャンセ
ンター愛・信望館」を開設しました。（以下＜愛・信
望館＞）当機構は、同ネットワークの中澤竜生代表
（牧師）と協力し、被災者による仮設店舗「さんさカ
フェ」（本紙３月号に記事）の拡張工事のためのボラ
ンティア派遣や資材の提供、森祐理親善大使による慰
問コンサート（心のケア）の運営支援などをしてきま
した。今回は中澤氏に、愛・信望館が生まれるまでの
経過を報告していただきました。（JIFH広報）

南三陸町に人々の寄り添いの場

愛・信望館が誕生

内外装工事を行うJIFH大工ボランティア

完成間近の愛・信望館　6月8日に開所式が行われます

新まんが本 「旅をしながら」ができました!!
みなみななみ

「旅をしながら」　四六判　192頁

　当機構は将来、開発途上国で活動を考
えている人や国際協力に関心がある人
を対象にした「ハンガーゼロ・ファシリ
テーター・トレーニング」（旧称　オリ
エンテーショントレーニング）を３月中
旬、千葉の東京基督教大学で開催しまし
た。今回は９名の方が参加されました。
その中から慶應義塾大学生の駒板さんに
感想を寄せていただきました。

「貧しさゆえに弱者とされる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

惨めさを思い知った」

》》ハンガーゼロ・ファシリテーター・トレーニング　参加感想文《《


